
白岩児童センター整備計画について

健康福祉部健康福祉の里子育て支援課
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１ 経緯①（概要）
年度 内容

平成３０年度
「わらすっこの居場所整備推進調査事業」において地区懇談会を開催。白岩児童館の児童セン

ター化、周辺市道の改良、白岩保育園の改築まで考慮した事業を求める意見が出された。

令和２年度
「白岩児童館整備に係る検討会議」を立ち上げ、庁内関係課、遠野市保育協会の実務担当者によ

り、児童センター、市道及び保育園が連動したエリア整備として検討し、その方針について「子育
て支援実施本部会議」で確認した。

令和３年度
遠野北小学校周辺で実施する「白岩児童センター整備」、「周辺市道改良」、「白岩保育園改築

整備」を「遠野北小学校エリア子どもの居場所づくり推進事業」として実施計画事業に位置付け、
段階的整備を推進することとした。（令和３年７月２６日 第４回地域経営会議情報共有）

令和４年度
令和３年度の用地測量、不動産鑑定評価の成果により、用地取得並びに造成設計、建築工事基本

設計等を実施。１２月議会で建築工事実施設計に係る補正予算を措置し更なる事業推進を図る。

令和５年度
エリア事業に位置付けた白岩児童センター整備を特出し事業化し、用地造成工事、児童センター

建築工事を着実に実施するとともに、周辺市道、白岩児童館改築については関係者と協議を進める。

令和３～４年度

遠野北小学校エリア子どもの居場所づくり推進事業

白岩児童センター整備

周辺市道改良

白岩保育園改築整備

令和５年度

白岩児童センター整備事業

用地造成工事特出し事業化

関係者と方針協議

地域 関係機関 庁内

建築工事



１ 経緯②（実施事業一覧）

年度 内容 事業費（千円） 備考

平成３０年度 わらすっこの居場所整備推進調査事業 ３６８ 地区懇談会、先進地視察等

令和２年度 白岩児童館整備に係る検討会議 － 庁内関係課、遠野市保育協会

令和３年度

用地測量業務 １，４４６

用地不動産鑑定評価業務 ３９９

年度計 １，８４５

令和４年度

用地現況測量業務 ４７３

用地造成設計業務 ９７７

用地分筆測量業務 １１０ 市道大工町駒木線の一部を編入

児童センター新築工事基本設計業務 ３，３００ Ｐ７～９図面参照

用地取得 ２２，４７０

児童センター新築工事実施設計業務 ※１０，９６７ ※予算額（Ｒ５年１月発注）

年度計 ３８，２９７
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２ 整備概要
整備年度 令和５年度

施設名称 白岩児童センター

整備位置
遠野市松崎町白岩字薬研淵４０番地内

（遠野北小学校東側）

整備概要

構 造 木造平屋建

床 面 積 約４３０㎡（既設３７２㎡、約５８㎡の増）

敷地面積 ２，１４０．２３㎡

主要機能
集会室、図書室、遊戯室、事務室、相談室、
トイレ、多機能トイレ、洗濯・シャワー室、
湯沸室、倉庫、太陽光発電設備

外構工事
敷地内通路、駐車場、館庭、砂場、環境活動
用畑、排水側溝、暗きょ排水、フェンス、防
球ネット

事業費
（千円）

造成工事 ３９，６３８
新築工事 ２４３，９３６
工事監理業務 ４，１０３
需用費他 ３，５７０
計 ２９１，２４７

財源内訳
（千円）

国庫 ３１，９３２
県費 ３１，９３２
起債 ２２３，７００
一般財源 ３，６８３

備考 現白岩児童館の解体は別途検討する

整備位置
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※整備位置は、遠野北小学校児童が安全に利用でき、工事中
も現児童館を継続利用できる同小学校東側隣接地とした。
（令和４年度用地取得済み）
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３ 児童館の整備要件

項目 小型児童館 児童センター

概 要

小地域を対象として、児童に健全な遊びを
与え、その健康を増進し、情操を豊かにする
とともに、保護者会、子ども会等の地域組織
活動の育成助長を図る等児童の健全育成に関
する総合的な機能を有するものであること。
（現在の市内児童館は全て小型児童館）

小型児童館の機能に加え、運動を主とする遊びを
通して体力増進を図ることを目的とした指導機能を
有し、必要に応じて年長児童に対する育成機能を有
するものであること。

機 能

【必須】
○集会室
○遊戯室
○図書室
○事務執行に必要な
設備

【任意】
○相談室
○創作活動室
○静養室
○医務室
○児童クラブ室

小型児童館の機能に加え、体力増進指導を実施す
るために必要な次の機能等を有すること。
○屋外広場
○屋内遊戯室
○運動遊び用器材、体力等測定器材
○年長児の諸活動に資するための必要な備品

整備面積
２１７．６㎡以上

（白岩児童館：３７２㎡）
３３６．６㎡以上

（白岩児童センター：約４３０㎡）

「児童館の設置運営要綱（平成２年８月７日付け厚生省発児第１２３号通知）」により、児童館は小型児童館、
児童センター、大型児童館に区分され、次のとおり整備要件が示されている。（※大型児童館の概要は省略）
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４ 新築工事設計概要（特記仕様書記載事項）

所要室 面積目安 備考

集会室 ７０㎡程度
・放課後児童クラブ室とし、明るく開放的な空間とする。
・学童保育４０人定員×１．６５㎡＝６６㎡以上確保する。

図書室 ５０～６０㎡
・集会室に隣接させ、可動仕切り（パーテーション等）解放により集
会室と一体利用可能とする。

遊戯室 １００～１２０㎡
・屋内における体力増進指導を行う。
・明るく開放的な空間とする。

事務室 ３０～４５㎡ ・静養スペース、相談スペースを設ける。

倉庫・収納 ２０～２５㎡

その他 適宜 ・玄関、湯沸室、トイレ、手洗い場等

合計 約４３０㎡

これまでの「児童館」の機能に加え、児童の体力増進に関する指導機能を持つ「児童センター」として整備する。

○構造は木造（在来工法及び大断面構造用集成材）平屋建てとする。

○内部仕上げは可能な限り木質化するとともに、外部に木材を使用する場合には耐久性及びメンテナンス性にも配
慮する。

○間取り及び外観の検討並びに各種設備を含み仕様の選定にあたっては、利用者の安全性を第一優先としつつ、利
用・維持更新のしやすさ、省エネ性及び耐久性等にも配慮し、総合的に検討する。

○地球温暖化対策及び脱炭素化等に配慮し、導入コストに配慮しつつ可能な限り再生可能エネルギーの導入を促進
する。
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５ 基本設計図面①
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５ 基本設計図面②
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５ 基本設計図面③



６ 工程表
令和４年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

用地現況測量業務 4/18完了

新築工事基本設計業務 11/30完了

用地造成設計業務 11/30完了

用地取得 11/17完了

用地分筆測量業務 12/28完了

新築工事実施設計業務 繰越明許
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令和５年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

新築工事実施設計業務（繰
越）

用地造成工事

国庫補助金協議 ６月国協議
８月内示

市議会提案（契約案件）
※１億５千万円以上の場合

８月全協
９月議決

児童センター新築工事

令和６年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

児童センター新築工事 ６月完成

供用開始 小学校夏休み
前に供用開始


